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入学生のみなさん、甲南大学経済学部へのご入学おめでとうござい
ます。みなさんは、本学に入学し、経済学部生となると同時に、規約
によって、《甲南大学経済学会》の会員となることになっています。み
なさんが手にしたこの小冊子は、新入生を対象として作られた経済学
部への案内書です。
この小冊子は、みなさんが経済学を学んでいく実際の場を構成する

甲南大学経済学部の教員、学生、そして、卒業生の方々の声で「経済
学とその周辺を語る」という内容になっています。新入生のみなさん
は大学に入学したばかりでまだ経済学部のことがよくわからないと思
いますので、この冊子を読んでぜひ参考にしていただければと思いま
す。

『Ⅰ 経済学部へようこそ』では、経済学部の先生方に様々な視点
から、新入生の皆さんへメッセージをいただいています。先生ならで
はの経験から得た言葉が、皆さんのこれから始まる大学生活の糧にな
ればと思います。

『Ⅱ 経済学部の先生方に質問』では、経済学部の先生方から、素
朴な質問に対する答えをいただいています。このページを見ることで、
甲南大学経済学部の先生がどんな方々であるのかということが少しは
わかるのではないでしょうか。「あの先生がこんな回答をしている」と
いった意外な発見ができるかもしれませんし、講義やゼミナールを選
択する際の参考になるかもしれません。

『Ⅲ 新入生へのメッセージ』では、甲南大学経済学部を卒業され
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た方々からメッセージをいただいています。みなさんの先輩方はどの
ようなことをおっしゃっているのでしょうか。

『Ⅳ 新入生のみなさんへ』では、「甲南大学経済学会」という組織
について紹介しています。甲南大学経済学会とは、経済学部の教員・
学生・卒業生が対等の権利を持って運営している自治組織です。新入
生のみなさんの中には、「経済学会という組織はまだ何のことかわから
ない」という人が多いかもしれません。そこで、「経済学会ってなんだ
ろう？」というみなさんの疑問に対して、経済学会の具体的な活動や
みなさんの交流の場である「経済コモンルーム」についても紹介して
います。
そのほかにも、図書館・情報教育研究センター・キャリアセンター・

甲南大学生協などの学内施設の紹介をしています。さらに、学校周辺
にはどのようなお店があるのかといった、大学の周辺情報を載せてい
ます。大学に入学したばかりでわからないことも多いことでしょう。
ぜひ本書を参考にしていただければと思います。

はじめから読んでいく、好きなところだけ読むなど、利用方法はみ
なさんの自由です。この小冊子がみなさんの大学生活の手助けになれ
ば幸いです。

2011年 4月
甲南大学経済学会
評議員編集委員一同
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青 木 浩 治

新入生の皆さん、入学おめでとうございます。これから 4年間、この甲
南大学経済学部で学生生活を送ることになるわけですが、皆さんはどのよ
うな抱負を持って入学されましたか？あれもこれもとやりたいこと一杯
の人から、まだ何も決めていない人まで様々でしょう。しかし、まずやる
べきことは友達作り。この点は結構重要でして、大学時代のよしあしはこ
の一点に決定的に依存します。この作業に失敗すると、大学 4年間はつま
らない時間となり、その場合、大学生活不適応者に陥ってしまうと言って
も過言ではありません。その機会はいくらでもありますから、チャンスを
捉えてできるだけ多くの友達を作って下さい。ただし、高校時代の延長は
不可。それでは「群れる」ことでしかありません。違った境遇を経験した
人を探すことが重要です。
 第二に強調したいことは、今の段階ではなかなか分かってもらえないか
もしれませんが、大学 4年間はあっという間に過ぎてしまうということで
す。実は、このことはみなさんの先輩が異口同音に言っていること。言い
換えれば、大学生活はとても楽しく、おそらく人生において最も有意義な
期間だということです。そのための仕掛けが大学にはあちこちに用意され
ています。現在は「大学生時代の過ごし方」が問われる時代です。なにも
せずボーっと 4 年間を過ごした人は社会に入る手前でイエロー・カード、
場合によってはレッド・カードが突き付けられます（その意味はやがて分
かってきます）。意識して「大学でこんなことした、あんなことした」と
胸を張って言えることを見つけて下さい。ただし、アルバイトはほどほど
に・・・。
 第三に、当然のことなのですが、自分の規律付けを怠らないようにしま
しょう。これまで親や先生の言われる通りしていればよかった時期はもう
おしまい。大学では所定単位の修得以外に学生に課される制約は特にあり
ません。その意味で自由なのですが、同時に選択の結果に対する責任を強
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く要求されます。その一例が卒業間際の修得単位不足。たった 2単位で泣
く泣く留年というケースは決してレア・ケースではないのです。自由には
責任がついて回ることを意識しましょう。その訓練をする場が大学生活で
す。そして第四に、社会常識を付けること。犯罪行為は論外として、やっ
てよいこととそうでないことのケジメを付けるようにしましょう（喫煙マ
ナーがその一例）。
 いずれにせよ、皆さんの 4年間が有意義であることを切に願っています。
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稲田 義久

関西経済の GDP(域内総生産)はオランダ一国並みのおよそ 80 兆円、日本
の中では約 17%経済である。2010 年度の関西経済の実質成長率は+2.6％と
前年度見込み-1.3％から 3 年ぶりのプラス成長と予測(最新予測について
は http://www.kiser.or.jp/ja/trend/forecast.html を参照のこと)して
いる。 
先行きについては、このような政策変更に伴う複数の駆け込み需要とそ

の反動減などで家計消費が乱高下し、景気の基調が読みづらい状況である。
足下減速しつつある海外経済は、2011 年央にかけて拡大経路に復する。そ
のため、関西経済はその恩恵を受け景気後退を回避することができ、二番
底には陥らないであろう。 
さて 2011 年の関西経済を一言でいえば、「アジアの中の関西」を実感す

る元年となるであろう。中小企業、学生･･･どんな関西人でもアジアを意
識せざるをえない年となろう。現在、IT 化によるグローバライゼーション
で“要素価格の均等化”が進行しつつある。例えば、簡単なパンフレット
やレストランのメニューを作る町の小さな印刷屋さえ、中国の印刷屋と競
争をせざるを得なくなった。日本の印刷屋が中国の印刷屋と同じものを作
る限り、品物の価格は下がり、賃金も下がらざるをえない。これはデフレ
ではなく、グローバライゼーションによる結果である。その変化に適応し
た、ビジネスモデルの導入とそれを促す経済政策が必要なのである。就活
する学生もアジアの学生との競争を意識し、語学の重要性を感じ始めてい
る。関西はアジア向け輸出の比重は全国平均よりも抜きん出て高い。しか
し、アジア向けの製品は、韓国や中国に競争されやすいものを輸出してお
り、付加価値を強く意識したものを作っていかないと関西経済の未来はな
い。成長著しいアジアマネーを取りこむことが重要である。関西の成長戦
略の一つとしてツーリズムが有望な候補の一つであることは周知の事柄
であり、そのためには関西は魅力的でなくてはならない。 
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岩崎 晃

経済学部に入学されたばかりの皆さんは、経済学という学問にあまり親
近感をもてないでいるかもしれません。とりわけ「ミクロ経済学入門」や
「マクロ経済学入門」といった理論の講義では、理論モデルの単純明快さ
と実際の経済のかかわりに疑問をもたれるかもしれませんね。
もう大昔のことなので正確に出所を思い出せないのですが、学部学生で

あったころに読んだ、Economic Journal 誌にある歴史家が執筆していた
論文の一節に、”Economists play with blocks” という表現がありました。
本来なら多種多様な要因を考慮しなければいけない経済問題の分析とし
ては、当時のミクロ経済学の分析方法はあまりに単純で、歴史家にとって
は経済学者がオモチャのような理論で実際の経済を分析しようとしてい
ると思えたのでしょう。現在の皆さんも、もしかしたら、この歴史家と同
じ印象を受けているかもしれませんね。
ただ、私たちの周りには経済の絡んだ問題がたくさんちらばっています。

実際、皆さん自身の行動そのものが、日本の経済の微小な一部を構成して
いるのです。身の回りを経済学の目で見るようにすれば、経済学の威力が
身につくのでないでしょうか。私の実家は農家ですが、当時の農協は農家
所得をふやすために、米以外の作物の栽培を農家に推奨していました。農
協が薦める作物の栽培に、私の父は決して手を出しませんでした。農協が
種や肥料の供給、栽培指導、作物の出荷まで面倒を見てくれるのですから、
皆と一緒に栽培すればいいのに、と皆さんは思われますか？ 実は、農協
がある作物の栽培を推奨して技術指導まですると、当時の小さな市場規模
では多くの場合供給過多になって、値崩れが起こってしまうのでした。
経済学は本来は「経世済民」の学ですが、またごく身近な事柄を理解す

るのにも使えます。皆さんが身近な問題で経済学を利用する腕前を上げ、
やがては経世済民という社会全体の問題を合理的に理解できるようにな
ってくれれば、教師冥利に尽きるというところです。
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岡田 元浩

 甲南大学経済学部入学おめでとうございます。さて、おそらくみなさ

んの大半にとって「甲南大学経済学部卒業」が最終学歴になることでし

ょう。つまり、甲南大学での学生生活を完了すれば、みなさんは社会人

として巣立っていくということです。中には、その後も大学院に進みた

いという抱負をいだき、実際そうする人もいるかと思いますが、大学院

生は学部学生と大きく異なり、半ば社会人の仲間入りをした存在だとい

えます。やがて甲南大学での教育を終え、社会人としての生活が始まれ

ば、一般的にみなさんを待ち受けているのは、俗に世間の荒波と呼ばれ

る厳しい現実です。社会人になったからといって、ご家族をはじめ、そ

れまで皆さんを守り育ててきた人々の支えがいきなり断ち切られるわけ

ではありませんが、遅かれ早かれみなさんは、矛盾や悲痛、その他あら

ゆる困難に満ちた世の中を自らの力によって生き抜かねばならぬことに

なります。だからといって、私たちが自分１人の力だけで生きることは

不可能です。そこで肝腎なのは、強い自立心と正しい認識に立つ他者と

の協同精神です。甲南大学での学生生活でみなさんに身につけてほしい
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と思うもの、というよりも身につけるべきものは、つまるところ以上の

点に尽きる、というのが僕の思いであり、この観点から実際にみなさん

と接するよう努めています。僕がこう記すと、社会人としての準備が大

事だというのであれば、何より就職だ、学業より就職準備優先で１年生

時から臨むべきだ、と解釈する人がいるかもしれません。しかし、それ

はあたかも、もろい土台の上に家を築くようなもので、一時的にはうま

くいっても、やがては挫かれる破目になるでしょう。就職を含むみなさ

んの将来のためにも、まずは日々の学業を地道に修め、さらには課外活

動をはじめ大学時代ならではの体験に打ち込んでください。
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中島 清貴 
 

本当に何かを実現したければ， 
眼の前にある様々な可能性を徹底的に切り， 

ひとつの可能性を突き詰めなさい． 
 

良き人でありたければ， 
切られてしまった可能性に愛惜の念をもっていなさい． 

 
学部時代の恩師の言葉です． 
 
僕は経済学者としてメシを食べています．別の職業についていたらどうな
っていたかなぁ，と想うことは今でもよくありますが，とにかく今は経済
学者として生かされています． 
 
経済学と言っても分野は広く，ミクロ経済学，計量経済学，金融論，財政
学，労働経済学，医療経済学，環境経済学，経済史，経済学史など数え上
げればきりがありません． 
 
僕が経済学者として生かされているということは，とりもなおさず僕には
専門分野があるということです（ちなみに，僕の専門分野は金融論と計量
経済学です）． 
 
つまり，経済学者として生かされていることと引き換えに，僕は自分の専
門分野以外の分野を，好むと好まざるとに関わらず切ってしまっていると
いうことになります． 
 
経済学者以外の職業の可能性を切り，専門分野に閉じこもりながらその可
能性を徹底的に突き詰める努力をすることで，僕は経済学者として世間か
ら生かされているわけです． 
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一方，経済学者としての可能性を突き詰めるだけで，他の可能性に対する
想いや配慮がなければ，僕には「人としての大事な何か」が根本的に欠け
ていると言わざるをえません． 
 
この世には，経済学や自分の専門分野以外にも想いを馳せるべき様々な可
能性に満ち溢れているからです． 
 
というわけで，甲南大学では， 
  

授業の時間内は「頑固な経済学者」として， 
 

授業の時間外は経済学以外の可能性に想いを馳せる 
「気の多い人間」として， 

 
皆さんにお会い出来ることを心から楽しみにしております．
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新入生の皆さんへ

林 健太

このたびは、甲南大学経済学部へのご入学、誠におめでとうございます。
このエッセイを書くにあたって、自分が大学に入学した年と、皆さんが生
まれた年が同じであることに気づき、本当に時が経つのは早いものだなと
驚いています。
皆さんが生まれ育ったこの 18 年の間に、世の中のあり方は大きく変わ

りました。具体的には、インターネットが普及したことで、コンピュータ
とインターネットが生活の中心となる、いわゆる「情報社会」へと突入し
たのです。
情報社会においては、パソコンやスマートフォンなどのデジタル機器を

使いこなし、いかに早く必要な情報にたどり着けるかが勝敗を分けること
になります。情報を持つ人と持たない人、あるいはデジタル機器を使いこ
なせる人とそうでない人との間の格差はますます広がり、特に３年後の就
職活動の際には、顕著な差となって現れることでしょう。だからこそ大学
生の間に、最低限のスキルとマナーは身につけていただきたいと思います。
また、大学時代というのは、将来どの国でどのように生きていくのかに

ついて、じっくりと時間をかけて考えられる貴重な時期でもあります。
様々な情報がインターネットを介して手に入れられるようになりました
が、それでも実体験に勝る情報収集はありません。日本は便利で清潔で快
適な国です。しかしながら、その素晴らしさが、この国に住み続けている
と、なかなか実感しづらいものです。ぜひ海外留学制度等を利用し、大学
生活４年の間の半年だけでも現地の空気に触れ、海の向こうから日本を眺
めてみてください。きっと新たな発見があることでしょう。もしかしたら、
日本の外で暮らす方が自分には合っていると感じることがあるかもしれ
ませんよ。
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最後になりますが、人生は楽しんだもの勝ちです。先行きの見えない時
代だからこそ、自分が本当に好きなことや得意なことは何かをよく見極め、
一人でも多くの人が、その才能を生かせる仕事に就けることを願ってやみ
ません。いち早く己を知ること、それこそが情報社会を生きていく上での
重要なキーワードだと確信しています。
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Tanze hier, hier ist Rodos.
Es irrt der Mensch, so lange er strebt. 

Rhodes

1
2
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 大学生の学力の低下が年々深刻になっている。ある国立大学工学部のあ
る授業の試験問題で例年と変わらない問題を出したところ、4 割の学生が
合格点に達しなかったという。私立大学の学生 1500 人を調査した結果、2
割の学生が「計算のとき、かけ算割り算を、足し算引き算よりも優先する」
というルールを知らなかった。 
「算数なんて、社会に出たら関係ないじゃないの！」「こんなもの社会

で何の役に立つの？」といって、高校までに疑問を感じて学んでこなかっ
た方はいませんか？学問とはその利用価値を問わず、学べるものは一生懸
命に学ぶようにしなければあとでひどく後悔することがしばしばありま
す。今の総理大臣も副総理も、理系出身です。政治の世界に数学は必要な
いと感じられるかもしれませんが、数学の教えてくれる論理的思考法は、
経済学にも活用されていて非常に重要です。 
このようにえらそうなことをいう私も「統計学」や「経済理論」など大

学院に入るまでまったく勉強せずにいました。でも、いまでは学生さんに
教えています。 
学問は学ぶのに遅いということはありませんが、早ければ早いほど容易

に身につきます。ぜひ、早くから謙虚に学ぶという姿勢を身につけ、それ
がすでに身に付いている人は持続してください。 
また、この 20 年間の間、日本経済は長期の不況にありましたが、この

不況はまだまだ長く続く模様です。こうした時こそ、社会で起こっている
出来事をどのようにしたら解決できるか、経済学は教えてくれます。社会
で起こっているさまざまな出来事を新聞や雑誌でどのように述べられて
いるか興味を持つようになれば、あなたも立派な大学生となったと言える
ことができます。 
 バイトもいいですが、のんびりとした何もない時間を十分つくって、読
書と友人や先生との会話をして大学生活を満喫してください。 
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上島 康弘（うえしま やすひろ）

大阪大学経済学研究科博士課程

労働経済学

 

 

 

1．先生の研究テーマは何ですか？ 

労働経済学．経済のしくみのなかで労働条件（給料や労働時間など）がど

のように決まるのかを考える分野です． 

 

2．先生が経済学を学ぶきっかけとなった出来事は何ですか？  

また経済学の魅力は何ですか？ 

学部のゼミで Solow や Tobin，Hahn の論文を面白く読んだから．私の感じ

る魅力は，簡単なグラフや式を使って社会・経済問題の因果関係が示される

ところです．それが正しいとは限りませんが． 

 

3．先生が学生時代に経験した「挫折」のエピソードを教えて下さい。 

残念ながら「挫折」していません． たいした苦労もせずに生きてきました． 

 

4．先生にとって大学の講義とは何でしょうか？ 

私の仕事．まず収入を得ることで精神的な自由が得られます．次に，この仕事

を面白いと感じるので生産的な時間を過ごせます．最後に，人の役に立つこと

で存在を認められて，孤独から解放されます．「ワカル，オモシロイ，タメニナ

ル」講義ができるよう，自分のために（？）がんばります．  

 

5．甲南大学経済学部に着任されて以来、最も印象に残っているエピソードを教

えて下さい。 

絶対に教えません． 
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新入生の 
みなさんへ 

 





 

 

甲南大学経済学会について 

 

 

経済学会とは？ 
新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。甲南大学経済学部

に入学した皆さんは、同時に「甲南大学経済学会」の会員となりまし
た。������������������������ �
	���
��������で構成されています。経済学会は、経済学部教員・学
生と相互にコミュニケーションをとりながら、皆さんがより良い大学
生活を送れるように日々活動しています。 
新入生の皆さん、ぜひ大いに活用して下さい。 

学生評議員・学生スタッフ 
それぞれ役職を決めた、学生評議員と学生スタッフが共同で活動し

ています。先輩・後輩同士でも気軽に会話ができる、とても和やかな
雰囲気です。 
定期的に評議員会を開きます。この場では教員評議員・学生評議員

が企画内容等について意見を交換します。 
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経済学会に興味がある、もっと詳しいことが知りたい!!という方は 

 

まずはコモンルームへ！！ 
 

5 号館 5F（5505）へ来てみて下さい。経済学部生専用のポット・電

子レンジ・パソコンがあります。 

4 月は新入生を対象にお菓子の配布を行っています。また時間割

作成のサポートやそれに関する質問にもお答えします。コモンルーム

に在室している評議員・スタッフに気軽に声をかけて下さい。また、

HP もご覧下さい。 

http://www.eco.konan-u.ac.jp/home/gakkai/ 

開室中は常時ドアを開けています。とてもオープンな雰囲気ですの

で、ぜひ一度経済コモンルームへ!! 

 

経済学会評議員募集！！ 
 

経済学会では一回生の新しい評議員を募集しています。 

ここでは経済学会会員がよりよい大学生活を過ごすことができるよ

うに、会員代表としてさまざまなサポートを行っています。また、数々

の行事を開催しています。 

評議員に興味がある方、大学に入って何か挑戦してみたい方、何

かを企画、運営することが好きな方はぜひ一度気軽に見学にいらし

てください。 

 

興味のある方は一度５号館５階にある 

経済コモンルームに！ 

�3�



�3�



�33



◎��������
 5号館の地階にあり、学術雑誌のバックナンバーと大学紀要を保存し
ています。 
受付窓口はサイバーライブラリー(下記)にあります。利用の際には「雑
誌閲覧票」に必要事項を記入し、館員に申し込んでください。 
 

開館時間 
 平日 土曜日 

開講日 9:00～18:00 9:00～15:00 
夏季休暇期間 10:00～16:00 休館 

休講日 9:00～17:00 9:00～13:00 
  
サイバーライブラリーの利用について 

☆サイバーライブラリーの概要☆ 
 2001 年 4 月に竣工した学習情報プラザ（5 号館）3 階にあり、社会科学系の
学習用図書及びマルチメディア資料を整備しています。ゆったりとした学習
スペース、ネットワーク検索や CD-ROM 検索ができるマルチメディア学習コ
ーナー、個人ブースからなる資格試験学習室、ビデオ・衛星放送コーナー
等が利用できます。 

なお、日曜日・祝日も開館しているので、ぜひ利用してください。 

(http://www.adm.konan-u.ac.jp/cyber/) 
 

開室時間 休室日 貸出冊数／貸出期間（図書） 
月～土曜日 9：00～21：00 ８月１２日～８月１６日 学部生・大学院生・その他 
日曜日・祝日 9：00～17：00 他の日は最新情報をご覧下さい ５冊・１４日 
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情報教育研究センターの利用について 
 
<終日自由利用可能な教室> 

教 室 開室時間 

242 教室 平日 9～18 時 
土曜 9～13 時 

525 教室 平日 9～21 時 

526 教室 平日 9～21 時 
土曜 9～21 時 

 
 上記以外に、授業がなければ使える教室もあります。開室時間については
http://www.konan-u.ac.jp/ku-kinds/eqp/time/ をご覧ください。 

 
※また、長期休暇中は開室状況が変更されます。 

随時掲載される情報教育研究センター開室日程をご参照ください。 
 
<パソコン教室で現在使用可能なソフトウェア> 

OS：Windows Vista、Vine Linux 

総合ソフト：Microsoft Office 2007 
ホームページ作成：ホームページビルダーV12 

 
<プリントアウト、ノートパソコン貸出ついて> 
平成 22 年度現在の印刷枚数制限 
資源の節約やエコロジーの観点から、印刷枚数に制限を設けており、年間 1000 枚が

一人当たり１年間に印刷できる上限枚数です(教育・研究に限る)。情報教育センターは
コピーセンターではありませんので、同一のものを何部も印刷することは禁止していま
す。同じものを複数部必要な場合は、各自でコピー機を利用して下さい。 
 ※カラー印刷は１枚で５枚分としてカウントされます。 
 
 その他、詳しいことは情報教育センターのホームページ

(http://www.konan-u.ac.jp/ku-kinds/index.html) を参照してください。 
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【生協を利用しよう＠西側の生協周辺地図】

注意：門を出て、学校西側に渡る際は、車に十分注意して横断してください。

B1F：

複写センター
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【生協を利用しよう＠購買部編】

生協の購買部は、中に入ると文具・飲食物などが売っているコンビニゾーンと、パソ

コン本体や、周辺機器などが売っている総合カウンターゾーンに分かれます。

●コンビニゾーン

・時間：平日 8:40～19:00、 土曜日 9:30～14:00

大学生活では欠かせないものが揃っています。

弁当やパン、お菓子、飲料をはじめ、文具、パソコン用品などが購入できます。弁当

を温めるための電子レンジも設置しています。

●総合カウンターゾーン

・時間：平日 9:30～17:20、土曜日 9:30～14:00

新入生向けに、ノート PC を売っています。また、購入者を対象に無料で保障サポー

トを行っており、インターネットサービスも受け付けています。

本体だけでなく、マウスやキーボード等の周辺機器なども揃っています。
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昭和 35 年 2 月 24 日 制定承認
昭和 41 年 12 月 14 日 改正承認
昭和 44 年 10 月 16 日 経済学会集会改正承認
昭和 49 年 5 月 16 日 経済学会総会改正承認
昭和 52 年 5 月 18 日 経済学会総会改正承認
昭和 58 年 5 月 25 日 経済学会総会改正承認
平成 2 年 5 月 30 日 経済学会総会改正承認
平成 3 年 5 月 29 日 経済学会総会改正承認
平成 4 年 5 月 27 日 経済学会総会改正承認
平成 6 年 5 月 25 日 経済学会総会改正承認
平成 8 年 5 月 29 日 経済学会総会改正承認
平成 9 年 5 月 28 日 経済学会総会改正承認
平成 13 年 5 月 30 日 経済学会総会改正承認
平成 15 年 5 月 28 日 経済学会総会改正承認
平成 16 年 5 月 26 日 経済学会総会改正承認
平成 20 年 5 月 28 日 経済学会総会改正承認
平成 21 年 5 月 27 日 経済学会総会改正承認

�� �� �� �� �� �� �� �� �� ��

第 1 条 本会は、甲南大学経済学会と称し、事務所を甲南大学経済学部内におく。
第 2 条 本会は、全員加盟を原則とする。甲南大学経済学部の専任教員・学生（ＥＢＡ

総合コースの学生を除く）・大学院学生・卒業生のうち入会を希望する者、そ
の他本会評議員会において入会を認めた者をもって組織する。会費については
以下のとおり。なお、納入した会費は、理由のいかんを問わず返還しない。た
だし、学生会員として会費を納めた者で入学を辞退した者についてはこの限り
ではない。

教 員  年 会 費    5,000 円
学 部 学 生 会費（在学期間） 20,000 円
大学院学生 会費（在学期間） 10,000 円
又、卒業生会員の権利および義務については、別に細則を定めるものとする。

第 3 条 本会は、経済学の研究ならびに普及をもって目的とする。
第 4 条 本会は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。

1. 研究会 2. 学術講演会 3. 甲南経済学論集および経済学学生論集の発行 
4. 学会新聞の発行 5. 研究・教育資料の収集・管理 
6. インナーゼミナール大会の開催 7. 専任教員研究書刊行助成 
8. その他本会の目的を達成するために必要と認める事項 

第 5 条 本会の最高議決機関として総会を置く。本会の予算と決算は総会の承認を得な
ければならない。総会規程は別に定める。
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第 6 条 総会は、本会の事業を運営するために評議員を選出する。評議員会は、経済学
部長を含む専任教員 8 名、学生 8 名以上 20 名以下により構成され、任期は 1

年とする。評議員会規程は別に定める。
第 7 条 評議員長は経済学部長が兼任する。評議員長は本会を代表し、総会および評議

員会を招集する。
第 8 条 評議員会は互選により次の役員を選出する。

1. 総務委員（教員 1 名学生 1 名ないし 2 名）は、評議員間の連絡・調整にあ
たり、評議員会の事務を統括するとともに、本会の事業の記録を作成する。

2. 会計委員（教員 1 名学生 1 名ないし 2 名）は、本会の事業経費を管理する。
3. 管財委員（教員 1 名学生 2 名ないし 3 名）は、研究・教育資料の収集を行

う。
4. 編集委員（教員 2 名学生 2 名以上）は、甲南経済学論集、経済学学生論集、

学会新聞等の定期刊行物の編集・発行にあたる。
5. 企画委員（教員 2 名学生 2 名以上）は、研究会、学術講演会、インナーゼ

ミナール大会、その他本会の目的を達成するための事業を企画する。
なお、評議員会は必要に応じて会員の中から本会の活動に協力する実行委員を
委嘱することができる。

第 9 条 評議員会は、本会の事業活動を円滑に行うための諮問・連絡機関としてゼミ委
員会を招集することができる。

第 10 条 本会の事業とそれにともなう予算の執行を厳正・公平たらしめるべく、教員
1 名学生 1 名の監査委員を置く。監査委員は総会において選出され、任期は 1

年とする。
第 11 条 本会の経費は、会費・事業収入・寄付金および甲南大学からの助成金をもっ

てこれにあてる。
第 12 条 本会則は、総会規程第 6 条に基づいて改正することができる。
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昭和 44 年 10 月 16 日 経済学会集会制定承認
平成 6 年 5 月 25 日 経済学会総会改正承認

第 1 条 総会は、経済学会会員全員によって構成され、その決議はすべてに優先する。
第 2 条 原則として毎年 5 月に定期総会がもたれなければならない。
第 3 条 評議員長は、次の場合 2 週間以内に臨時総会を招集しなければならない。

1. 評議員会が必要と認めたとき
2. 経済学部教員 2/3 以上の要求があったとき
3. 学生会員 50 名以上の要求があったとき
4. 卒業生会員 50 名以上の要求があったとき

第 4 条 総会は、卒業生会員を除く全会員の 1/5 以上の出席により成立する。ただし、
委任状は出席定数に算入することができる。

第 5 条 総会の決議は、出席会員の過半数の同意を必要とする。ただし、決議にあたっ
ては委任状は算入されない。

第 6 条 経済学会会則の改正は、出席会員の 2/3 以上の同意を必要とする。ただし、決
議にあたっては委任状は算入されない。

�� �� �� �� �� ��
昭和 44 年 10 月 16 日 経済学会集会制定承認
昭和 52 年 5 月 18 日 経済学会総会改正承認
平成 20 年 5 月 28 日 経済学会総会改正承認
平成 21 年 5 月 27 日 経済学会総会改正承認
平成 22 年 5 月 19 日 経済学会総会改正承認

第 1 条 評議員会は、経済学会会則に定められた事業の運営を行い、その事業を達成さ
せるために評議員は評議員会に出席するよう努めなければならない。

第 2 条 評議員会は、次の事項について総会の承認を得なければならない。
1. 予算および決算
2. 活動報告
3. その他評議員会が必要と認めた事項
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第 3 条 評議員長は、原則として毎月 1 回定期評議員会を招集しなければならない。
第 4 条 評議員長は、次の場合 10 日以内に臨時評議員会を招集しなければならない。

1. 評議員長が必要と認めたとき
2. 評議員 3 名以上が必要と認めたとき
3. 学生会員 30 名以上の要求があったとき
4. 卒業生会員 30 名以上の要求があったとき

第 5 条 評議員会は評議員の過半数をもって成立する。ただし、委任状は出席定数に算
入することができる。

第 6 条 評議員の決議は、出席評議員の過半数の同意を必要とする。ただし、決議にあ
たっては委任状は算入されない。

�� �� �� �� �� �� ��
昭和 52 年 5 月 18 日 経済学会総会制定承認
平成 20 年 5 月 28 日 経済学会総会改正承認

第 1 条 甲南大学経済学部卒業生のうち、経済学会への入会を希望する者（以下「卒業
生会員」とよぶ）は、氏名、卒業年度、現住所を経済学会評議員会に登録し、
「卒業生会員証」の交付を受けるものとする。登録は卒業 2 ヵ月前からできる
ものとする。

第 2 条 経済学会への入会を引き続き希望する者は、毎年 1 月から 3 月末までの間に、
登録の更新を行わなければならない。なお、卒業生会員は、現住所の変更をす
みやかに評議員会に届け出なければならない。

第 3 条 卒業生会員は、登録またはその更新の際、会費年 4,000 円を納入しなければな
らない。ただし、2 カ年以上の登録と会費納入を一括して行うことはできる。
入会金納入の義務はない。

第 4 条 卒業生会員は、経済学会すべての事業に参加し、そのサービスを受けることが
できる。ただし、卒業生会員は、評議員に就任することはできず、また「総会
規程」第 4 条にもとづいて総会での投票権をもたない。

第 5 条 本細則は、総会の決議によって改正することができる。
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